
 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

　8：00にバス2台で札幌を出発。渋滞を見越して、当別ダム経由の山中を走り、清々しい緑に参加者は、
いつもの海岸沿いの景色にと違い「まるで桃源郷のよう」と目の保養になりました。 
「浜益漁港朝市」へ到着。市場でホタテ貝や魚を買い、すぐ炭火で焼いてもらいます。口いっぱいに頬
張ると「今年もゴミ拾いがんばるぞ！」と気合が入ります。 
　11：00、漁港からすぐ近くの川下公園海岸に総勢179名が集結。北海学園大学の学生が引率する小学
生30名、ほかにボーイスカウト・カブスカウトの子ども達も現地の小中学生も参加して砂浜を徹底的に
清掃します。砂浜にはものすごい量の漂着ゴミがあり、砂の上をロープや大型ゴミを運ぶのは重労働で
す。全員がひたむきにゴミと向き合います。1時間もすると見違えるように綺麗な浜辺になりました。 
　終了後は、コミュニティーセンターで地域のお母さん達が作ってくれた“豚汁”で昼食。「おかわり」の
列ができます。次は「浜益温泉」へ。入浴、山菜採りと思い思いに楽しみます。帰路の車内で感想文や
俳句川柳などを作り、あとは夢の世界へ。
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今年最初の浜美化に179人 約1tのゴミ回収

ビーチコーミングも実施

活動後の豚汁は格別！

ものすごい量の漂着ゴミ、鳥の死骸も

児童達と引率のPコネメンバー


